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重要水防箇所合同巡視（狩野川）

水防活動の取組 （１/２）

出水時における河川巡視
（庄内川）

河川巡視 水防工法

水防活動（月の輪工法）
（平成27年9月 関東・東北豪雨）

水防活動（積み土のう工法）
（平成27年9月 関東・東北豪雨）
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ヘリコプターによる救助
（平成27年9月 関東・東北豪雨）

水防活動の取組 （２/２）

救助活動 復旧活動

排水活動
（平成27年9月 関東・東北豪雨）

堤防復旧
（平成27年9月 関東・東北豪雨）

ボートによる救助
（平成27年9月 台風18号）

毎日新聞社
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水防団員（消防団）の推移

◎河川管理者と消防団の意見交換会での主な意見

• 団員の不足が顕著であり、新たな団員の確保が難しい

状況。

• 新たな演習をしようとすると、事前の訓練などが必要と

なり負担となる。

• 実際に大規模洪水が発生した場合、現状では組織的な

水防活動は難しいかもしれない。

• 団員の入れ替わりがあるため、複数の水防工法を継承

していくことが困難な状況。
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